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270　光合成微生物の機能活用
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　 く 自的 ＞5一アミルデ リン酸 （ALA）は瞽ラゼ 降 ル杷合物の 共通前駆体 として 全 ての 生 物 に存

　 在 し、 様々 なゴンFu一ルに よ り生体内で低濃度 に保たれて い る 。 ALAを過剰投与 した場合 、

　 蓄積す るプ ロ トホ
e

ルフィリンIX の 光増感作用 に よ り活性酸 素が 生ず る こ とが 知 られて お り、

　 こ れを利用 した除草剤 としての応用研究が有名で ある
1〕

。 最近で は同 じ原理 を医療分

　 野に応用 し、 癌の 光動力学的治療を行う研究 も盛ん で ある
2）

。

　　
一方で 、 ALA 合成はテトラゼロ唖 合成の 律速段階で あり、 低濃度の ALAの 添加が動物細

　 胞 の 増殖を促進 し
3）

、 作物の 収量を向上 させ る
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。 また 、 最近で は ALA添加は 、 微生

　物培養における色素や ヘム系蛋 白の 生産量 を向上 させる こ とが見い だ され て お り
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、 今

　 後様 々 な方面で の 利用が期待 されてい る。

　　　しか しなが ら、現在の とこ ろ工 業的な 鯲 の 製造法は 知られ て おらず 、
ご く少量 が

　研 究試薬 としてグ 弘 数万円 とい う高 価格で 流通 して い るにす ぎな い
。 我 々 は発酵法に

　 よる ALAの 安価な製造方法の 確立 を目措 して研究を進めて い る 。

　〈 方法及 び結粟〉微生 物 は ポル フ ィ リ ン 合成 能の 高い Rhodobacter　sph．aeroides 　IFO

　 I2203を用い た 。 鉄 とm バ ル トを厳密 に除去した最小培地を用い て光照射下で 培養した菌体

　 を濃縮し、 ALA の 前駆体であるグリシンとロ バ ク酸 、
　ALA 脱水酵素 （ALAI））阻 害剤で あるレ

　ブリン 酸を添加したところ最高で約 2g／Lの ALA を培地に蓄積した 。
レブリン酸の添加量を減

　ずるため に ALAD 活性の 低い 変異株を取得し 、 引き続 き、 菌体の 生育を改善するた めに

　ALA 生産に対して酵母 エ キス 添加 に不感受な変異株 CR −286を取得した 。 菌体の 生育 は改

　善しリア クター 当た りの ALA 生産速度は著しく向上 したが 、 生産時の 菌体量や光照度は

　ALA の 蓄積 量にほ とん ど影響を与えなか っ た 。

一
方、　ALA の 蓄積量は培養器に依存し、体

　積に対して光を受ける面積の 広い 培養罌ほど蓄積量が高い 傾向が見 られた
。

　　菌体の ALA 生産能力を各菌体の受ける照度の 関数と考えたモ デル を設定し 、 各培養器

　毎に培養液の 光の 透過度 を考慮して ALA 生産能力を算出た 。 この群算値と実際の ALA 蓄

　積量とを比較したところ 、 詳算値は擁拌の 影響 を全く考えて い ない にもか かわ らず 、両者 の

　間に強い 相関が見られた 。 この モ デル で は ALA 蓄積量は菌体量にも光照度 にも依存せ ず、

　反応器の 形状の みによ’
）て決まり、 蓄積量には一定の 限界値があることとなる。

　　 この ことから、研究の 方向を好気暗条件での ALA 生産に切 り替え 、 菌の 育種及 び培養条

　件の 検討により、 変異株 CR −386 鎌 を用い た好気暗条件下で の ALA 生産の 可 能性を見い

　だ した。更に変seer　CR ・一・520にお い て光照射下の 最大蓄積最と同じALA 蓄積を確認 した。

　 CR −520 に っ い て は一
般講演にて詳細に報告する。

　　
「
我 々 の 試 み はまだ研 究途上で はあるが 、 今回の結果 は 、 光照射下での み 機能してい た

　光合成微生物の 機能 を、 変異により暗条件下 で発現させ 得ることを初めて示 した 例で ある。
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